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情報工学部リカレント講義室の整備と
免許法認定公開講座「情報」の開講について

篠原 武�

平成 ��年度末に情報工学部研究棟西棟 �階にリカレント講義室が設置された．インターネット接続

された ��台のパソコン，液晶プロジェクタ，電動スクリーン，プリンター，音響設備が整備されてい

る．主たる使用目的は，リカレント教育のためである．情報工学部では，平成 ��年度から現職教員や大

学院生を対象とした高校新教科「情報」免許取得のための免許法認定公開講座を開講している．この講

座は受講生の便宜を図るために土日に開講しているため，機器保守などの問題から学部教育用のものと

は別のものを用意することが必要である．そこで，情報工学部教職課程運営委員会が中心となってリカ

レント講義室を整備し，免許法認定公開講座での講義・実習で活用している．免許法認定公開講座「情

報」は，��科目 ��単位から構成されており，平成 ��年度から平成 ��年度までの �年計画で実施して

きた．初年度の定員は ��名で計画していたが，あまりにも多くの受講希望者が殺到したため，定員の �

倍を受け入れた．�年度目は定員を ��名として開講し，（あまり多くの希望者が殺到することを恐れて）

それほど積極的な広報をしなかったにもかかわらず，申し込み受け付け開始後 � 時間程度で定員を超え

た．この種の「情報」の免許法認定公開講座は，全国的にもいまだに他にほとんど開講例はなく，非常

に多くの需要があるため，当初計画の �年を延長すべきか検討中である．

� 高校普通教科「情報」の新設

平成 ��年度から高校に普通教科「情報」が導入される．普通教科「情報」はすべての高校で �単位

必修であるため，少なくとも高校当たり �名程度の教員が必要である．これに先駆けて教員の養成を行

うべきであるが，実際には，教職課程に「情報」の設置が認められたのは，平成 ��年度以降であり，こ

れでは，正規の課程で免許を取得した教員が卒業するよりも前に現場で「情報」を教えなくてはならな

い．このため，現職教員に ��時間程度の講習会受講による免許書換えを行って対応している．しかし，

この程度の講習で十分に授業ができる教員を養成しているとは考えにくい．

� 情報工学部における教職課程の設置

情報工学部では，平成 ��年度入学生までは「数学」と「理科」の教職課程が設置されていたが，受

講者はそれほど多くはなく，学部としても教職課程を重視しているとはいえない状況であった．高校教
�情報工学部知能情報工学科，情報工学部教職課程運営委員会委員，����������	
��������
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育に情報が正規の科目として導入されるのに合わせて，それまではほとんど活動していなかった情報工

学部教職課程運営委員会を再組織し，学部教育の重要な柱の一つとして「情報」の教職課程を設置する

ことにした �平成 ��年度�．これは，少なからず在籍している教員志望の学生のためだけでなく，この

ままの状況では，高校における教科「情報」の扱いにより高校生の情報に対するイメージダウンを引き

起こし，結果として入学希望者の質の低下や量の減少も考えられると判断したためでもある．

その後の法改正により �学科に複数教科の教職課程設置が認められるようになったため，平成 ��年

度からは「情報」に加えて「数学」の教職課程を設置する予定である．�学科に複数教科の教職課程を

設置・運営するのはかなり手間のかかることであるが，前述の免許書書換え講習による「情報」の教員

が多数いるため，しばらくの間は教科情報の教員新規採用がほとんど見込めないものの，「数学」や「理

科」などと合わせて「情報」の教員免許をもっていれば採用の可能性が大きくなるといわれているから

である．

情報工学部での教職課程履修者は，平成 ��年度 �年次で ���名程度，平成 ��年度で ���名程度であ

り，平成 ��年度には「情報」と「数学」を併設するのでそれ以上の履修者が期待できる．情報工学部で

は各学期あたりの履修登録単位数を ��単位以下に制限しており，教職科目もこれに含まれるため，不

合格や再履修の科目が多くなると教職課程の履修は非常に困難である．このためか，入学時には ���名

を超える教職課程履修者が �年次になると半数程度に大きく減少しているが，�年次から �年次ではそ

れほど大きく減少していない．平成 �	年度の最初の情報教職免許取得者は ��名程度になるものと思わ

れる．

� 免許法認定公開講座「情報」の開講

写真 �：講義風景

情報工学部では平成 ��年度に教職課程「情報」を新設したが，高校での授業が始まるのは平成 ��年

度であり，最初の情報教職免許取得者が卒業するのは平成 �	年度末である．高校では，現職教員の免
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許書換えにより対応しているが，実質的かつ専門的な情報教育を受けた教員が不足している．情報工学

部では平成 ��年度入学生までは，「数学」と「理科」の教職課程を設置していた．この課程により教職

免許取得している卒業生も毎年 ��名程度おり，実質的には学部で十分な情報教育を受けている．免許

法認定公開講座は，これらのものに「情報」の免許を取得させることができる制度である．

免許法認定公開講座は，高校一種免許（教科は不問）をもつものに教科「情報」に関する科目 ��科目

��単位以上を取得させ，免許の追加取得を可能としたものである．�単位当たりの講義・演習時間は，

通常の大学での講義とまったく同じであるため，各科目当たり ��コマ（演習付きの場合は �
コマ）で

全体では ��
コマとなり大学の半期分の講義に匹敵する．内容や単位認定の基準は通常の学部での講義

と同じであり，�分の �以上の出席が求められ，試験やレポートにより合格したものにのみ単位を与え

ることができる．

情報工学部では，平成 ��年度の情報の教職課程設置と同時に，現職教員や大学院生 �それまでの情報

工学部卒業者は「数学」と「理科」の免許取得�を対象として開講することにした．初年度は専用の講

義室も機材もなかったが，�� ������� ���������プロジェクトで導入した遠隔講義の実験用パソコン

を使った．平成 ��年度からは，平成 ��年度末に整備したリカレント講義室を用いている（写真 ��講義

風景）．

公開講座の講義科目は，データ構造とアルゴリズム，プログラム設計，計算機システム�，計算機シ

ステム�，計算機ネットワーク，コンピュータグラフィックス（以上 	科目はコンピュータを用いる実

習付），情報倫理（または情報法学），情報職業論，情報産業職業論，コンピュータ革命と現代社会，教

科教育法（情報 �），教科教育法（情報 ��）の ��科目 ��単位であり，この単位をすべて取得すれば「情

報」の教員免許を追加取得できる．不足分は他の公開講座や科目等履修生などにより該当科目の単位を

取得してもよい．表 �は，平成 ��年度の時間割である．
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表１：時間割 �平成 ��年度実施分�

月日＼時限
第 �時限 第 �時限 第 �時限 第 �時限 第 �時限
����～����� �����～����� �����～����� �����～����� �����～�����

�月 ��日 �土� �教科書販売�
オリエンテー
ション

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム

��日 �日� 計算機システム �
計算機システ
ム �

計算機システ
ム �

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム �実習�

��日 �土� 計算機システム�
計算機システ
ム �

計算機システ
ム �

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム �実習�

��日 �日� 計算機システム �
計算機システ
ム ��実習�

データ構造と
アルゴリズム

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム �実習�

��日 �土� 計算機システム �
計算機システ
ム ��実習�

データ構造と
アルゴリズム

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム �実習�

��日 �日� 計算機システム �
計算機システ
ム ��実習�

データ構造と
アルゴリズム

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム �実習�

�月 �日 �土� 計算機システム �
計算機システ
ム ��実習�

データ構造と
アルゴリズム

データ構造と
アルゴリズム

データ構造とアル
ゴリズム �実習�

�月 �日 �日� 計算機システム �
計算機システ
ム ��実習� プログラム設計 プログラム設計 プログラム設計

�日 �土� 計算機システム �
計算機システ
ム ��実習� プログラム設計 プログラム設計 プログラム設計

�日 �日� 計算機システム ��
計算機システ
ム ���実習�

計算機システ
ム �� �実習� プログラム設計

プログラム設計
�実習�

��日 �土� 計算機システム ��
計算機システ
ム ���実習�

計算機システ
ム �� �実習� プログラム設計

プログラム設計
�実習�

��日 �日� 計算機システム ��
計算機システ
ム ���実習�

計算機システ
ム �� �実習� プログラム設計

プログラム設計
�実習�

��日 �土� 計算機システム ��
計算機システ
ム ���実習�

計算機システ
ム �� �実習� プログラム設計

プログラム設計
�実習�

��日 �日� 計算機システム ��
計算機システ
ム ���実習�

計算機システ
ム �� �実習� プログラム設計

プログラム設計
�実習�

��日 �土� 計算機システム ��
計算機システ
ム ���実習�

計算機システ
ム �� �実習� プログラム設計

プログラム設計
�実習�

��日 �日� 情報職業論 情報職業論 情報職業論
計算機ネット
ワーク

計算機ネットワー
ク

�月 �日 �土� 情報職業論 情報職業論 情報職業論
計算機ネット
ワーク

計算機ネットワー
ク �実習�

�日 �日� 情報職業論 情報職業論 情報職業論
計算機ネット
ワーク

計算機ネットワー
ク �実習�

��日 �土� 情報職業論 情報職業論
計算機ネット
ワーク

計算機ネット
ワーク

計算機ネットワー
ク �実習�

��日 �日� 情報職業論 情報職業論
計算機ネット
ワーク

計算機ネット
ワーク

計算機ネットワー
ク �実習�

��日 �土� 情報職業論 情報職業論
計算機ネット
ワーク

計算機ネット
ワーク

計算機ネットワー
ク �実習�

��日 �日�
計算機ネット
ワーク

計算機ネット
ワーク

計算機ネット
ワーク �実習�

�月 ��日 �月�
教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情報��

��日 �火�
教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情報��

��日 �水�
教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情
報��

教科教育法 �情報��

��日 �木�
教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

��日 �金�
教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

��日 �土�
教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

教科教育法 �情
報���

��日 �月� 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論
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月日＼時限
第 �時限 第 �時限 第 �時限 第 �時限 第 �時限
����～����� �����～����� �����～����� �����～����� �����～�����

��日 �火� 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論

��日 �水� 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論 情報産業職業論

��日 �水�
コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

��日 �木�
コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

��日 �金�
コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

コンピュータ革命
と現代社会

��月 ��日 �土�
ミニ オ リエン
テーション 情報倫理 情報倫理 情報倫理

��日 �日�
コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス �実習� 情報倫理 情報倫理

��日 �土�
コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス �実習� 情報倫理 情報倫理

��日 �日�
コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス �実習� 情報倫理 情報倫理

��月 �日 �土�
コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス �実習� 情報倫理 情報倫理

��月 ��日 �日�
コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス �実習� 情報倫理 情報倫理

��月 ��日 �土�
コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス

コンピュータグラ
フィックス �実習� 情報倫理 情報倫理

� リカレント講義室の設置と整備

PS PS EPS

PS

UP

UP

104 105

108 109 110 111 112 113

114 115 116 117

男子WC

女子WC

男子WC 女子WC

エレベーター

ホール

総合研究棟

リカレント講義室 リカレント
             演習室

情報工学部
情報基盤室 サーバ室 ネットワーク室

研究棟西棟

図 �� 部屋の平面図 �旧機械システム教室の �階部分�

新棟（総合研究棟）設置時に共通スペースが設けられたのを機会に，リカレント講義室を研究棟西棟

�階に確保した（図 �）．機材の整備については，平成 ��年度の教育支援経費から ���万円の配分を受

けた．パソコンを受講者用 ��台，教師用 �台設置し，学内���を経由してインターネット接続してい

る（図 �）．プリンタや液晶プロジェクター，電動スクリーン，ワイヤレスマイクも設置した（表 �）．
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図 �� リカレントシステムのネットワーク図�

表 �：リカレント講義用パソコンの仕様 ���台�
本体

メーカ�型式 ����� !�"#$

ケース スリムブックタイプケース
!$� �����（%） !����&�（%）プロセッサ �����"'(

メモリ ���)

ビデオシステム 最大 ��
�× ���� 　最大 	�*��	色
'++ 約 ��",（�����-�.�����対応）
内臓ドライブ ���インチ  ++，!+-%/)ドライブ
��� ���,�#0-.1���,�#0-.（自動認識）
�#,インターフェース 前面 �ポート ��#,����

ディスプレイ
メーカ�型式 ������1�
�2�.!

表示方式 . .

最大解像度 ����× 2	


表示色 約 �*	22万色

ソフト
/# )3�&�&4� 5�6&7� 1$ $�&4���&���

統合ソフトウェア )3�&�&4� /83� 1$ $���&���

リカレント講義用液晶プロジェクタ ��台�
メーカ�型式 松下電器�.'-�22�9
輝度 ���������#��

解像度 %",信号入力時：����ドット× 2	
ドット
（�	��ドット× ����ドット 　圧縮表示）

システムの設置および管理については，情報科学センター飯塚キャンパスの助けを借りてきたが，平
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成 ��年度末からは情報工学部情報基盤室を中心に行うようにしている．これによりユーザ管理などの

整備を行い通常の講義や演習のためにも利用しやすい環境が整備されるものと期待している．

� 今後の計画

リカレント講義室は，現在のところ，免許法認定公開講座では土日および夏期休業期間中に使用して

いるため，それ以外に活用することが可能である．平成 ��年度には，情報工学部で社会人教育のため

に開いている「情報技術セミナー」の講義・演習の一部や技術職員の研修でもリカレント講義室を利用

した．平成 ��年度からは，知能情報工学科 �年生の少人数ゼミ �知能情報工学基礎演習 ��の一部でも，

$&7��$&��を用いたプレゼンテーション演習のためにも利用する予定である．今後は，さらにリカレ

ント講義室の整備を進めるとともに，公開講座やセミナーなどのリカレント教育の充実を行いながら，

学部教育環境の一部としての有効活用も検討して行くべきである．
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解説

付録

開設科目等

免許法認定公開講座 �平成 ��年度�
開設科目 授与

日数 授業料
受講 講義実習区分

�授業科目� 単位 定員 及び時間数

データ構造と
� 2日 ��*
��円 ��名

講 ��' 実 ��'

アルゴリズム 試験

計算機システム � � 
日 ��*
��円 ��名
講 ��' 実 ��'

試験

プログラム設計 � 2日 ��*
��円 ��名
講 ��' 実 ��'

試験

計算機システム �� � 	日 ��*
��円 ��名
講 ��' 実 ��'

試験

情報職業論 � 	日 �*
��円 ��名
講 ��'

レポート

計算機ネットワーク � 2日 ��*
��円 ��名
講 ��' 実 ��'

試験

教科教育法 �情報�� � �日 �*
��円 ��名
講 ��'

レポート

教科教育法 �情報��� � �日 �*
��円 ��名
講 ��'

レポート

情報産業職業論 � �日 �*
��円 ��名
講 ��'

レポート
コンピュータ革命と

� �日 �*
��円 ��名
講 ��'

現代社会 レポート

情報倫理 � 2日 �*
��円 ��名
講 ��'

試験
コンピュータ

� 	日 ��*
��円 ��名
講 ��' 実 ��'

グラフィックス 試験

�注� 受講資格については，「高等学校の現職教員及び高等学校教諭一種免許状または，専修免許状の取

得者」とした．
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